
熊本市立図書館等資料収集基準 

１ 目 的 

熊本市立図書館等資料収集基準は、「熊本市立図書館等資料収集方針」の主旨に基づき、熊本市立 

図書館等で収集すべき資料について、主要な基準を定める。 

 

２ 共通収集基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12） 寄贈による資料は、それ以外では入手困難なもの及び郷土関係のものを限定的に収集する。 

（13） 限りある資料購入予算を考慮し、特定の分野の増加、及び膨大な数になりうるシリーズ等、全体の 

蔵書構成に関わる資料については収集しない。 

 

３ 熊本市立図書館等の特性 

   熊本市立の図書館及び図書室等の特性は、次のとおりとする。 

  （１） 熊本市立図書館 

     本市図書館ネットワークの中央館として、資料の選定、収集を一元的に行い、ネットワーク全体とし 

て、有効かつ充実した蔵書構築を図る。 

  （２） 分館 

     地域住民の暮らしや読書活動に役立つ資料、利用者の課題や調査・研究の相談に対応する資料、

幼児から高齢者、障がい者等を支える資料の充実を図る。 

  （３） くまもと森都心プラザ図書館 

     熊本駅前という立地を活かし、ビジネス支援機能を向上させるためビジネス関連資料を充実させる。 

     情報の収集と蓄積を効率的に行うため、各種データベースや電子メディアを充実させる。 

  （４） 公民館図書室 

     地域住民が気軽に立ち寄れる利便性を活かし、利用頻度の高い資料を中心に収集する。 

     地域の児童、生徒の読書習慣形成に繋がるように、人気のもの、流行のものから、長く読み継がれて 

     きた名作まで収集する。 
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（１） 資料の内容は日本十進分類法（ＮＤＣ）の全類を対象とする。 

（２） 一般資料については、日本十進分類法（ＮＤＣ）新訂１０版綱目表に基づき収集基準を定める。 

（３） 児童資料については、日本十進分類法（ＮＤＣ）新訂１０版類目表に基づき収集基準を定める。 

（４） 製本、装丁が堅牢で長期の利用に耐える資料を収集する。利用率の高いソフトカバー等について

は、この限りではない。 

（５） 刊行点数の少ない主題、所蔵の少ない主題、及び利用が多く破損が激しい資料等については、

必要に応じて既刊書も収集の対象とする。 

（６） 主に単行本を収集対象とし、同一作品を文庫化したもの、改題して文庫化したものは限定的に収

集する。ただし、文庫のみでしか出版されていないものは収集対象とする。 

（７） 一般の書店に流通していない資料については、可能な限り収集を行う。 

（８） 特定の機関や団体及び個人の中傷や宣伝となる資料は収集しない。 

（９） 一部の専門家に向けて書かれた特殊な主題に関する資料は慎重に収集する。 

（10） 個人利用を主とする学習参考書、受験参考書及び問題集、教科書類は収集しない。 

（11） 社会の秩序や市民の生活を著しく混乱させるものは収集しない。 



４ 記述の表現 

収集基準における記述は、次のとおりとする。 

 

（１） 資料の種類の表現 
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基本書 物事の判断、行動または存在などのよりどころとなる資料 

入門書 初学者の手引きとして書かれた解説資料 

実用書 作り方、習い方などの実用技術を書いた資料 

研究書 よく調べ考えて真理をきわめるための資料 

専門書 学問・職業などで、その人がもっぱら研究・担当することについて書かれた資料 

  

レベル０ 

通常 
選択的 

適当なものを選び出すこと。 

資料収集における通常の取り組み姿勢の表現 

 

レベル１ 
限定的 

事物の範囲や数量などを限り定めること。  

通常レベルにさらに＋1 で慎重に取り組む姿勢

の表現 

 

レベル２ 
積極的 

対象に対して進んではたらきかけること。 

通常レベルにさらに＋２で取り組む姿勢の表現 

 

レベル３ 
網羅的 

残らず収めいれること。 

通常レベルにさらに＋３で取り組む姿勢の表現 

参考文献 広辞苑第５版 

（２） 収集の姿勢の表現 （収集の取り組みレベル） 



５ 資料の区分 
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（６）逐次刊行物 

  （１）（２）（３）（４）（５）を除く 

新聞 

 

（１）一般資料 

０類 総記（図書館・書誌学・百科事典・逐次刊行物・叢書）    ０００～０８０ 

１類 哲学（哲学・心理学・倫理学・宗教）            １００～１９０ 

２類 歴史（歴史・伝記・地理・紀行）              ２００～２９０ 

３類  社会科学（政治・法律・経済・統計・社会・教育・民俗・軍事）３００～３９０ 

４類 自然科学（数学・理学・医学）                              ４００～４９０ 

５類 技術（工学、工業、家政学）                ５００～５９０ 

６類 産業（農林業、水産業、商業、交通）            ６００～６９０ 

７類 芸術（美術、音楽、演劇、体育、諸芸、娯楽）        ７００～７９０ 

８類 言語                           ８００～８９０ 

９類 文学                           ９００～９９０ 

（２）参考資料 

言語辞典 

百科事典 

専門事典 

年鑑・年報 

便覧・ハンドブック 

図鑑・図録 

書誌・目録・抄録・索引 

白書（政府及び民間刊行） 

地図（冊子体） 

統計 

政府刊行物 

法令集・判例集 

新聞縮刷版 

電話帳 

 

（３）郷土・地域資料 

（４）児童資料 

絵本 

文学 

紙芝居 

ヤングアダルト 

ノンフィクション 

（５）外国語資料 

  （１）（２）（３）（４）を除く 

雑誌 

（７）その他印刷資料 

（１）（２）（３）（４）（５）（６）を除く 

地図・地形図 

パンフレット・リーフレット 

加除式資料 

 

政府刊行物 

（８）非印刷資料 

視聴覚資料 

マイクロ資料 

デジタル資料 

地元紙 

ブロック紙 

全国紙 

経済紙 

スポーツ紙 

英字新聞 

子ども向け新聞 

一般週刊誌 

総合雑誌 

女性雑誌 

時事雑誌 

家庭・生活雑誌 

子ども向け雑誌 

レジャー・趣味雑誌 

スポーツ雑誌 

文芸雑誌 

科学・技術雑誌 

地域情報雑誌 

官報 



６ 区分別収集基準 

 

 

（1） 一般資料 

  

０類 総記（図書館・書誌学・百科事典・逐次刊行物・叢書） 

０００ 総記 

情報科学は、主要なオペレーションシステム（ＯＳ）、ソフトウェア、及び

プログラミング等の基本書、入門書を最新版に留意しながら収集す

る。 

０１０ 図書館 

最新の公共図書館情勢がわかるものを積極的に収集する。 

司書の専門的知識習得に役立つものを積極的に収集する。 

図書館運営、利用者サービスに役立つものを積極的に収集する。 

読書・読書法は、読書初心者の入り口となるような入門書から、専門

家の書評まで積極的に収集する。 

０２０ 図書・書誌学 

著作、編集は、法令の制定、改廃に留意し、最新のものを収集する。 

資料・情報検索に役立つ書誌、目録類、デジタル書誌類は、参考資

料として収集する。 

０３０ 百科事典 参考資料として収集する。 

０４０ 一般論文・講演集 
時事性・話題性のあるものを収集する。 

雑著は、流行のもの、著名な著者のものを中心に収集する。 

０５０ 逐次刊行物・年鑑 逐次刊行物・参考資料として収集する。 

０６０ 
学会・団体・ 

研究調査機関 
参考資料として収集する。 

０７０ ジャーナリズム・新聞 
最新の情報に留意しながら、主に逐次刊行物・参考資料として収集

する。 

０８０ 叢書・全集 

全巻数、シリーズ、最新刊に留意して収集する。 

単行で発行されたものと内容を比較検討しながら主要な叢書・全集

を収集する。 
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１類 哲学（哲学・心理学・倫理学・宗教） 

１００ 哲学 
古典から現代までの哲学の基本書、入門書を収集する。 

著名な哲学者のものを中心に収集する。 

１１０ 哲学各論 
著名な哲学者のものを中心に収集する。 

基本書、入門書を収集する。 

１２０ 東洋思想 

日本思想は、学派に偏りがないように留意しながら収集する。 

著名な思想家のものを中心に収集する。 

各思想の体系性に留意しながら収集する。 

基本書、入門書を収集する。 

１３０ 西洋哲学 
著名な哲学者のものを中心に収集する。 

基本書、入門書を収集する。 

１４０ 心理学 

各心理学の基本書を収集する。 

史上有名な人物や事象についてのものを収集する。 

超心理学・心霊研究は流行、話題性に留意して限定的に収集する。 

相法・易占は最新のものを流行、話題性に留意して収集する。 

１５０ 倫理学 

各倫理学は基本書を収集する。 

人生訓、教訓は、流行、話題性に留意して著名な著作を限定的に収

集する。 

１６０ 宗教 

主要な経典の基本書を収集する。 

研究書を限定的に収集する。 

各宗教の体系性に留意しながら、時代、宗派、地域的偏りがないよう

に収集する。 

１７０ 神道 
基本書を収集する。 

研究書を限定的に収集する。 

１８０ 仏教 

主要な経典の基本書を収集する。 

研究書を限定的に収集する。 

各宗教の体系性に留意しながら、時代、宗派、地域的偏りがないよう

に収集する。 

１９０ キリスト教 

主要な経典の基本書を収集する。 

研究書を限定的に収集する。 

各宗教の体系性に留意しながら、時代、宗派、地域的偏りがないよう

に収集する。 
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２類 歴史（歴史・伝記・地理・紀行） 

２００ 歴史 
入門書から研究書まで積極的に収集する。 

多様な観点の資料を偏りがないように収集する。 

２１０ 日本史 
入門書から研究書まで積極的に収集する。 

多様な観点の資料を偏りがないように収集する。 

２２０ アジア史・東洋史 
地域の偏りがないように収集する。 

情報、出版点数の少ない地域に留意しながら収集する。 

２３０ ヨーロッパ史・西洋史 
地域の偏りがないように収集する。 

情報、出版点数の少ない地域に留意しながら収集する。 

２４０ アフリカ史 
地域の偏りがないように収集する。 

情報、出版点数の少ない地域に留意しながら収集する。 

２５０ 北アメリカ史 
地域の偏りがないように収集する。 

情報、出版点数の少ない地域に留意しながら収集する。 

２６０ 南アメリカ史 
地域の偏りがないように収集する。 

情報、出版点数の少ない地域に留意しながら収集する。 

２７０ オセアニア史 
地域の偏りがないように収集する。 

情報、出版点数の少ない地域に留意しながら収集する。 

２８０ 伝記 国内外の各分野において、著名な人物のものを積極的に収集する。 

２９０ 地理・地誌・紀行 
地図帳、旅行案内（ガイドブック）は、正確な情報提供のために、各地

域について更新しながら収集する。 
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３類 社会科学（政治・法律・経済・統計・社会・教育・民俗・軍事） 

３００ 社会科学 

社会科学の基本書、入門書を収集する。 

時事性に留意し、多様な観点に立つ資料を積極的に収集する。 

著名な著作を中心に積極的に収集する。 

３１０ 政治 
著名な政治思想家の著作を中心に収集する。 

政党については偏りがないように収集する。 

３２０ 法律 
法令の制定、改廃に留意し、最新版を収集する。 

法律の基本書、入門書を収集する。 

３３０ 経済 

経済の基本書、入門書を収集する。 

経済政策、経済事情については最新情報を提供できるように、更新し 

ながら収集する。 

投資・利殖・保険は実用書を収集する。 

３４０ 財政 
各租税についての基本書を収集する。 

政策の変化に伴った最新の資料を収集する。 

３５０ 統計 
主に参考資料として収集する。 

各種統計の基本書を中心に限定的に収集する。 

３６０ 社会 

社会的関心の高いテーマや今日的な問題等に留意しながら積極的

に収集する。 

生活・消費者問題は制度の改変に留意し、実用書を収集する。 

労働問題は実用書を積極的に収集する。 

家庭・性問題は多様な資料を収集する。 

社会福祉に関する資料を積極的に収集する。 

３７０ 教育 

多様な観点の資料を積極的に収集する。 

学校教育、家庭教育、社会教育資料は入門書、実用書を積極的に

収集する。 

３８０ 風俗習慣、民俗学 
冠婚葬祭は実用書を収集する。 

民俗学はできるだけ多くの地域を収集する。 

３９０ 国防・軍事 戦記・戦史は、多様な観点のものを偏りがないように収集する。 
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４類 自然科学（数学・理学・医学） 

４００ 自然科学 記述の客観性や正確性、時事性に留意して収集する。 

４１０ 数学 
新しい研究成果に留意し基本書、実用書を収集する。 

主題の理解を深めるものは収集するが、問題集は収集しない。 

４２０ 物理学 
新しい研究成果に留意し基本書、実用書を収集する。 

主題の理解を深めるものは収集するが、問題集は収集しない。 

４３０ 化学 
新しい研究成果に留意し基本書、実用書を収集する。 

主題の理解を深めるものは収集するが、問題集は収集しない。 

４４０ 天文学・宇宙科学 

新しい研究成果に留意し基本書、実用書を収集する。 

主題の理解を深めるものは収集するが、問題集は収集しない。 

写真集や図鑑を中心に収集する。 

４５０ 
地球科学・地学・地質

学 

新しい研究成果に留意し基本書、実用書を収集する。 

主題の理解を深めるものは収集するが、問題集は収集しない。 

４６０ 生物科学・一般生物学 
新しい研究成果に留意し基本書、実用書を収集する。 

主題の理解を深めるものは収集するが、問題集は収集しない。 

４７０ 植物学 
新しい研究成果に留意し基本書、実用書を収集する。 

写真集や図鑑を中心に収集する。 

４８０ 動物学 
新しい研究成果に留意し基本書、実用書を収集する。 

写真集や図鑑を中心に収集する。 

４９０ 医学・薬学 

市民が病気及び医療について理解を深めるのに役立つものを収集

し、高度の専門的資料及び医療従事者の使用する資料は収集しな

い。 

家庭医学書は実用書を収集する。 

栄養摂取、カロリーコントロール、ダイエット関連書は流行、話題性に

留意して限定的に収集する。 
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５類 技術（工学、工業、家政学） 

５００ 技術・工学・工業 

技術・工学の基本書を収集する。 

特許、企業の動向、業界の情勢等、ビジネスに役立つ資料を収集す 

る。 

５１０ 建設工学・土木工学 

ゴミ問題や公害・自然保護等環境問題については積極的に収集す

る。 

基本書、実用書を収集する。 

５２０ 建築学 

法令の制定・改廃に留意し、基本書を収集し、専門書を限定的に収

集する。 

国内外の建築史は図集を収集する。 

住宅建築は実用書を積極的に収集する。 

５３０ 機械工学・原子力工学 
新しい研究成果に留意し、基本書を収集する。 

自動車関係資料は、趣味に役立つ実用書を収集する。 

５４０ 電気工学・電子工学 

新しい研究成果に留意し基本書を中心に収集する。 

インターネット関連の主要なアプリケーションソフトはバージョンアップに

留意しながら、入門書から実用書まで積極的に収集する。 

５５０ 
海洋工学・船舶工学・

兵器 
新しい研究成果に留意し、基本書を収集する。 

５６０ 金属工学・鉱山工学 新しい研究成果に留意し、基本書を収集する。 

５７０ 化学工業 新しい研究成果に留意し、基本書を収集する。 

５８０ 製造工業 新しい研究成果に留意し、基本書を収集する。 

５９０ 家政学・生活科学 
季節や流行、話題性に留意し、実用書を積極的に収集する。 

エッセイは話題性、著名な著作を中心に積極的に収集する。 
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６類 産業（農林業、水産業、商業、交通） 

６００ 産業 
各産業の基本書を収集する。 

産業社会の新しい動向に留意し、多様な主題の実用書を収集する。 

６１０ 農業 農業問題、食料問題については積極的に収集する。 

６２０ 園芸・造園 
家庭菜園やガーデニング等、趣味に役立つ実用書を限定的に収集

する。 

６３０ 蚕糸業 
出版点数が少ないと見込まれるため積極的に収集する。 

歴史的背景のわかるものを中心に限定的に収集する。 

６４０ 畜産業・獣医学 
ペット関連の本は実用書を限定的に収集する。 

食品製造、衛生等は積極的に収集する。 

６５０ 林業 
出版点数が少ないと見込まれるため積極的に収集する。 

時事性に留意しながら、基本書、実用書を収集する。 

６６０ 水産業 
出版点数が少ないと見込まれるため積極的に収集する。 

時事性に留意しながら、基本書、実用書を収集する。 

６７０ 商業 

時事性に留意しながら、基本書、実用書を収集する。 

先進的な経営で社会的注目を集める企業のものを収集する。 

ビジネスに役立つ資料を積極的に収集する。 

６８０ 運輸・交通 
交通史、交通事情などは限定的に収集する。 

観光事業は、時事性に留意しながら、実用書を収集する。 

６９０ 通信事業 
エンタテイメント系の資料は限定的に収集する。 

テーマパークのガイドやテレビガイドは収集しない。 
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７類 芸術（美術、音楽、演劇、体育、諸芸、娯楽） 

７００ 芸術 

基本書を収集する。 

専門書は収集しない。 

文化財についての資料は積極的に収集する。 

７１０ 彫刻 

技法については、出版点数が少ないと見込まれるので積極的に収集

する。 

仏像は基本書を積極的に収集する。 

７２０ 絵画・書道 

各時代の著名な画家、流派の画集及びそれらの作品研究を収集す 

る。 

初級から上級レベルまで、さまざまな技法についての実用書を偏りな 

く収集する。 

７３０ 版画 
各版画は基本書、入門書、実用書を収集する。 

印章、篆刻、印譜は積極的に収集する。 

７４０ 写真・印刷 

基本書、入門書、実用書を中心に収集し、研究書を限定的に収集す 

る。 

写真集は著名な写真家のもの、評価の高いものを中心に収集する。 

７５０ 工芸 
各工芸について基本書、入門書、実用書を更新しながら収集する。 

デザインについては基本書、実用書を収集する。 

７６０ 音楽・舞踊 
各ジャンルの基本書を偏りがないように積極的に収集する。 

楽譜等は収集しない。 

７７０ 演劇・映画 

各ジャンルの基本書を偏りがないように積極的に収集する。 

時事性、話題性に留意して収集する。 

監督、俳優等の伝記、研究評論は、著名な人物についてのものを中 

心に収集する。 

７８０ スポーツ・体育 
各種目について基本書、実用書を収集する。 

時事性、話題性に留意して積極的に収集する。 

７９０ 諸芸・娯楽 

各ジャンルの基本書を偏りがないように収集する。 

流行、話題性に留意して限定的に収集する。 

ゲーム攻略本等の資料は収集しない。 
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８類 言語 

８００ 言語 
言語学の基本書を収集する。 

言語生活は基本書、実用書を収集する。 

８１０ 日本語 
基本書、実用書を積極的に収集する。 

作文・文体については実用書を積極的に収集する。 

８２０ 中国語・東洋の諸言語 
貸出期間中の語学習得は困難と思われるので、各国語の基本書及 

び入門書を収集する。 

８３０ 英語 
貸出期間中の語学習得は困難と思われるので、各国語の基本書及 

び入門書を収集する。 

８４０ ドイツ語 
貸出期間中の語学習得は困難と思われるので、各国語の基本書及 

び入門書を収集する。 

８５０ フランス語 
貸出期間中の語学習得は困難と思われるので、各国語の基本書及 

び入門書を収集する。 

８６０ スペイン語 
貸出期間中の語学習得は困難と思われるので、各国語の基本書及 

び入門書を収集する。 

８７０ イタリア語 
貸出期間中の語学習得は困難と思われるので、各国語の基本書及 

び入門書を収集する。 

８８０ ロシア語 
貸出期間中の語学習得は困難と思われるので、各国語の基本書及 

び入門書を収集する。 

８９０ その他の諸言語 
貸出期間中の語学習得は困難と思われるので、各国語の基本書及 

び入門書を収集する。 
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９類 文学 

９００ 文学 

単行本を中心に収集し、文庫本を限定的に収集する。 

文学理論・作法は基本書、入門書を収集する。 

文学史は時代的な偏りがないように収集する。 

全集は著名な著者のものを中心に限定的に収集する。 

９１０ 日本文学 

詩歌・戯曲は、古典から現代まで、著名な著者のもの、評価の高いも

のを中心に積極的に収集する。 

現代小説は網羅的に収集する。 

エッセイやルポルタージュは時事性、話題性の高いものを中心に積極

的に収集する。 

古典の注釈書・解説書は評価の高いものを中心に積極的に収集す

る。 

復刻本は限定的に収集する。 

９２０ 中国文学・東洋文学 新訳（訳の相違）に留意して限定的に収集する。 

９３０ 英米文学 

新訳（訳の相違）に留意して収集する。 

英米文学は著名な著者のものを中心に積極的に収集する。 

単行本を中心に収集し、文庫本は原則として収集しない。 

９４０ ドイツ文学 

出版点数が少ないと見込まれるので積極的に収集する。 

新訳（訳の相違）に留意して収集する。 

著名な著者のものを中心に収集する。 

９５０ フランス文学 

出版点数が少ないと見込まれるので積極的に収集する。 

新訳（訳の相違）に留意して収集する。 

著名な著者のものを中心に収集する。 

９６０ スペイン文学 

出版点数が少ないと見込まれるので積極的に収集する。 

新訳（訳の相違）に留意して収集する。 

著名な著者のものを中心に収集する。 

９７０ イタリア文学 

出版点数が少ないと見込まれるので積極的に収集する。 

新訳（訳の相違）に留意して収集する。 

著名な著者のものを中心に収集する。 

９８０ ロシア文学 

出版点数が少ないと見込まれるので積極的に収集する。 

新訳（訳の相違）に留意して収集する。 

著名な著者のものを中心に収集する。 

９９０ その他の諸文学 

出版点数が少ないと見込まれるので積極的に収集する。 

新訳（訳の相違）に留意して収集する。 

著名な著者のものを中心に収集する。 



 

（２） 参考資料  

 

言語辞典 数多くの言語を偏りがないように積極的に収集する。 

百科事典 最新の情報に留意し、数種類を限定的に収集する。 

専門事典 
ＮＤＣ各類の専門事典（言語辞典、百科事典以外）を積極的に収集

する。 

年鑑・年報 継続的、積極的に収集する。 

便覧・ハンドブック 継続的、積極的に収集する 

図鑑・図録 写真・図版・索引の優れたものを限定的に収集する。 

書誌・目録・抄録・索引 情報検索のための資料を積極的に収集する。 

白書（政府及び民間刊行） 
政府刊行の白書は積極的に収集する。 

民間刊行の白書は限定的に収集する。 

地図（冊子体） 

専門主題の地図は地域に偏りがないように収集する。 

熊本市、熊本県以外の住宅地図は収集しない。 

日本、各国の都市地図及びその他の地図を収集する。 

統計 
官公庁編集の統計を積極的に収集する。 

民間編集の統計も限定的に収集する。 

政府刊行物 

白書は網羅的に収集する。 

統計類、国勢調査報告は積極的に収集する。 

省庁の要覧、調査報告書等は主要なものを収集する。 

法令集、判例集 

法令の制定、改廃に注意し、最新版を収集する。 

専門主題の法令集は限定的に収集する。 

加除式法令集を収集する。 

判例集は最高裁判所、高等裁判所等の発行する主要な資料を収集

する。 

新聞縮刷版 朝日新聞縮刷版を収集する。 

-14-



 

（３） 郷土・地域資料 

 

熊本市、熊本県に関して書かれた

ものを網羅的に収集する 

地域の抱える諸問題を扱ったもの 

歴史・地誌を扱ったもの 

自然・産業・風俗・文化などを扱ったもの 

地域と関わりの深い人物を扱ったもの（伝記など） 

地域を題材とする作品 

熊本市、熊本県内で刊行されたも

のを網羅的に収集する 

雑誌（タウン情報誌、同人誌） 

新聞（リビング等生活情報紙） 

地域内の団体、企業などの刊行物（要覧、社史、社内報等） 

地方出版社の出版物（特にその地域に関連する内容のもの） 

熊本市、熊本県に関わりの深い人

物の著作物を網羅的に収集する 

出身者、在住者、あるいはその土地で活躍したり、地域に影響を

与えたりした人物 

自館作成の地域資料を収集する 
民話や方言、郷土芸能などの採録を行う等、地域資料の作成を

行う 
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（４） 児童資料 
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絵本 

長く読み継がれている名作は、更新しながら積極的に収集する。 

ブックリスト等で評価の高いものを中心に積極的に収集する。 

国内外の著名な著者のものを中心に積極的に収集する。 

話題のもの、流行のものは限定的に収集する。 

まんが、アニメ、ＴＶ、映画作品を原作とする絵本は限定的に収集する。 

文学 

長く読み継がれている名作は、更新しながら積極的に収集する。 

ブックリスト等で評価の高いものを中心に積極的に収集する。 

国内外の著名な著者のものを中心に積極的に収集する。 

話題のもの、流行のものは限定的に収集する。 

詩歌・戯曲は、古典から現代まで、著名な著者のもの、評価の高いものを

中心に積極的に収集する。 

日本文学、外国文学とも古典から現代文学まで積極的に収集する。 

紙芝居 

乳幼児、児童、生徒の発達段階に適した主題、内容の資料を収集する。 

絵が文章と調和して、作品中で大きな役割を担っている資料を収集する。 

正しく、美しい文章が使われている資料を収集する。 

ヤングアダルト 

長く読み継がれている名作は、更新しながら積極的に収集する。 

ブックリスト等で評価の高いものを中心に積極的に収集する。 

国内外の著名な著者のものを中心に積極的に収集する。 

話題のもの、流行のものは限定的に収集する。 

ヤングアダルト世代に人気の文庫・新書を限定的に収集する。 

手軽に読める雑誌を積極的に収集する。 
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ノンフィクション 

０類 

総記 

（図書館・書誌学・百科事典・ 

逐次刊行物・叢書） 

調べ学習に役立つ百科事典や図鑑を収集する。 

読書法や読書案内は、児童、生徒それぞれの興味や読書力

に対応できるように、多様な発達段階のものを積極的に収集

する。 

図書館の役割や使い方の解説等、図書館利用を促進する資

料を収集する。 

１類 
哲学 

（哲学・心理学・倫理学・宗教） 

心霊研究、占い等は、流行、話題性等を考慮して限定的に収

集する。 

人生訓、人生相談は、希望を持てるようなものを積極的に収

集する。 

各宗教について理解しやすいものを収集する。 

各地域、民族の神話は昔から語り継がれてきたものを中心に

収集する。 

２類 
歴史 

（歴史・伝記・地理・紀行） 

世界各国の歴史を積極的に収集する。 

伝記は、さまざまな分野、時代の著名な人物のものを積極的

に収集する。 

修学旅行・社会科見学に役立つ資料を収集する。 

地理・地誌・紀行は各国の資料を偏りがないように収集する。 

３類 

社会科学 

（政治・法律・経済・統計・ 

社会・教育・民俗・軍事） 

日本の政治・法律・経済の仕組みが理解できる基本書を積極

的に収集する。 

世界情勢の変化に伴った各国の最新情勢が理解できるものを

収集する。 

国際社会と人権に対する正しい理解を深めるものを積極的に

収集する。 

さまざまな職種を紹介する資料を積極的に収集する。 

風俗、習慣についての資料は、地域や民族の偏りがないように

収集する。 

昔話、民話はストーリーが書き換えられていないもの、原作に

近いものを積極的に収集する。 

４類 
自然科学 

（数学・理学・医学） 

各学年の発達段階に応じた分かりやすいものを積極的に収集

する。 

遊びを通して数学に親しめるものを収集する。 

学校で栽培する植物や児童、生徒に身近な植物について 

の資料を収集する。 

図鑑は写真、図が鮮明で分かりやすく、花や葉の色や形等、 

多方向から調べることができるものを収集する。 
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５類 
技術 

（工学、工業、家政学） 

自発的に環境問題に取り組めるよう児童、生徒にも簡単に実

践できる実用書を積極的に収集する。 

公害、環境破壊については、各地域、主題について偏りなく収

集する。 

コンピュータについては、入門書を収集する。 

インターネットのルールや危険性について書かれたものを収集

する。 

家政学は、児童、生徒の創作意欲を起こす実用書を収集す

る。  

６類 
産業 

（農林業、水産業、商業、交通） 

野菜や果物の育て方については、写真、図版を多く使ったも 

の、説明のわかりやすいものを収集する。 

牛乳や卵、肉等の身近な食品を中心に、牧畜業への理解 

を深める資料を収集する。 

最新の情報、統計に注意し、分かりやすく書かれた資料を収

集する。 

７類  

芸術 

（美術、音楽、演劇、体育、 

諸芸、娯楽） 

文化財、世界遺産についての資料は、積極的に収集する。 

著名な著者や作品について書かれた資料を収集する。 

漫画作品は著名な作家、または評価の定まったものを限定 

的に収集する。 

日本の伝統芸能（能、狂言、歌舞伎等）、大衆芸能（落語、 

大道芸等）を紹介する資料を積極的に収集する。 

スポーツは、各種競技のルールの改変に留意し、入門書を 

収集する。 

ゲーム攻略本は収集しない。 

８類 言語 

正しい日本語を身につけるための資料を収集する。 

辞典は限定的に収集する。 

漢字や文法、作文の書き方等の資料は、学年毎に偏りがな 

いように収集する。 

方言についての資料は、地域の偏りがないように収集する。 

言葉を通して、各国の文化への理解を深められる資料を収集

する。 

英語学習については、入門書を収集する。 



 

（５） 外国語資料 

 

英語で記述された資料 
各分野の著名な著作を中心に、マークを考慮しながら、限定的に収

集する。 

中国語で記述された資料 マークを考慮しながら、限定的に収集する。 

韓国語で記述された資料 マークを考慮しながら、限定的に収集する。 

その他の言語で記述された資料 マークを考慮しながら、限定的に収集する。 

 

（６） 逐次刊行物 
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新聞 

（郷土・地域資料以外） 

地元紙 

ブロック紙 

全国紙 

経済紙 

スポーツ紙 

英字新聞 

子ども向け新聞 

一般新聞の全国紙はすべて収集する。 

（地方新聞は地域の偏りなく代表的な資料を

収集する。） 

（外国語新聞は国、言語ごとに代表的な資料

を収集する。） 

（専門新聞は代表的な資料を収集する。） 

雑誌 

（郷土・地域資料以外） 

一般週刊誌 

総合雑誌 

女性雑誌 

時事雑誌 

家庭・生活雑誌 

子ども向け雑誌 

レジャー・趣味雑誌 

スポーツ雑誌 

文芸雑誌 

科学・技術雑誌 

地域情報雑誌 

雑誌はジャンルごとにタイトル数の偏りがないよ

うに留意して積極的に収集する。 

学術、専門雑誌は限定的に収集する。 

全館でのタイトル数の増加を目指す。 

政府刊行物 

（一般資料以外） 

官報、官報号外を収集する。 

その他の政府刊行物については限定的に収集する。 



（７） その他印刷資料 

 

地図、地形図（１枚物） 

全国の地形図を収集する。 

熊本市の地形図を収集する。 

日本、各国の都市地図及びその他の地図は限定的に収集する。 

パンフレット・リーフレット 国、地方の行政関係広報物、地域（郷土）資料を収集する。 

加除式資料 主要な法令集、判例集を収集する。 

 

 

 

（８） 非印刷資料 
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視聴覚資料（ＤＶＤ、ビデオテープ等） 
各ジャンルごとに偏りがないように限定的に収集する。 

受賞経歴、歴史的評価等に留意しながら収集する。 

デジタル資料 

（CD-ROM、DVD-ROM等） 

各種データベース 

情報検索のスピードアップのために、収集する。 

印刷資料と併用して活用できるように、印刷資料ですでに

収集済みのものについても限定的に収集する。 


